
第３号擦式（第１５条関係）

事業者排出量削減報告書

注】麟当する□には、レ印を記入してください。特定卒業者以外の平栗行の力I±し印の記入は不要です。

２「基q8年度」とは計､i期１１１１のnt１年度を．「日揮年度」とは計画期Iwlの、純鏥度を、「oH告年度」とIま計画期ｍのうち、今回帆告の対象となる年皮をいL､主す。
３１鐸寵鋤醗｣_坐京錘由り癖所等の慈猪動の鱒のｴﾈﾙｷﾞ字の使川I二伸Ｉ､発生する沮宝効果ｶﾞｽを．「輸送虹間排出区分｣とは自動血運送平禽行については便'､の本拠の位五を京都府内とする血阿
P蟻幽霊凪室効果ｶﾞｽを.鉄道卒藁廿についてl±保有する貨物血岡又は琉寺1t〔両の排出す麺室効果ガスを、「その他鰊１１j区分JZiI正麺界雨繍丙に郡評重歳鋪蕊iii鴎韓議麹愚鍼頚
をいいます。

４「原1M[位当たりの沮宝効果ガスＩＭＩ且郡」の「用途区分』には、ＣＯ工Ul、中勝訴などの用途を記入してください．「原血位のlli鰍」にI土、分子の「二酸化倒爽換征」の下に分母となる拓棟（生産孜且、曙ぺ床面
積、走行距庫等）を圧入してください．

５「その他の地球楓唄化対飼'二よる沮蛮効果ガスの1M鱗皿尋」のうら「森林の保全及び堕旧」の「ロ嵐年度（３+西）Ｊ佃にI土８１面期間中の目標の難:十を、「協告年度【実績）」佃には突幽の累計を記入してください．

６「特記事UTI」にI土、平成２年度【１９９０年度）を基館とした排111mの対比や．行エネ製品囲発など他呑の狙竃効果ガスリレliln1減への画献、グリーン掴通の接111．特定フロンなどの条例指定外の沮宝効采ガスの刷りａ
などを記入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる事溺

所の所在地）
京都市上京区河原町通広小路上る梶井町４６５

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
災ＩＦの氏名）

京都府公立大学法人理噸長荒巻禎一

事業者の主たる

業種 大学

該当する事業者
要件 陣京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

伝

尼

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者
150両以上）

(大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号骸当嚇業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

iH・画期間 Ｚ０年４月～２３年３月

基本方針
京都府公立大学法人では、法人化前から両大学において府の1機関として府の策定した計画に基づいてエコオフイス活動を中心とした温室効果ガス削減の

取組を推進してきたところであるが、法人化後も引き続き、エコオフイス活動の徹底や施股の環境性能向上等の取組を進め、平成22年度に平成17年度比で温
室効果ガス５％削減を図る。

推進体制

･理事長を殿高責任者とする推進体制を撫築し、地球温暖化対策を総合的かつ計画的に推進する。
･削減目標の早期遺戒を図るため、ＰDCAサイクルによる進行管理を実施し、着実な実行を促す。

環境マネジメントシステム名称 京都府環境マネジメントシステム

適用範囲 京都府立医科大学(附属病院含む）
京都府立大学

取得年月日 平成19年１１月１日

年度ごとの具体
的な取組及び措
囮の状況

年度

平成20～2２

平成2０

平成21～2２

股側、対象、工程等

全組織

京都府立医科大学

京都府立医科大学

措匝内容

エコオフイスの徹底、環境性能の向上

空銅鼓1mの揮働時間短繕、附属病院空調熱源の機能回復改修

附属病院空澗機・送風機のＶベルトを省エネタイプに交換することにより、電力負荷の低減を図る。
温室効果ガスの
排出趣等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実綴に対する自己評価

基寧年度（実績）

(１９）年度
(二鹸化蜘妻換仰）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二酸化炭妻損画）

増減率
(肝画）

報告年度（実織）

(２１）年度
(二皎化災秦H1算）

増減率
(実績〕

19,758.0ｔ 180164.0ｔ －８．１《船 19,132.5ｔ -3.2％ 

ｔ ［ 船 ｔ ％ 

1,125.0ｔ 1,125.0［ ｑ、船 527.0ｔ -53.2％ 

中Ｉ20,883.0ｔ ･２１９，２８９．０ｔ －７．６船 ＊4 19,659.5ｔ -5.9船

爪郡肘又陸将大字及び爪郁IfJ立大学において．エコオブイスの徹底や、各部殿の適正な冷岨脇符班押を行い、大輔に､Ｉ減できた。
また、京都府立医科大学Wl風病院において空調設備を竹エネタイプに交換し、矼力負lIIrの低減を因った二とにより、一層耐波する二
今後も．組織全体において、継続して取組を推進していく。

とができた。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出丘等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素挽範

二酸化炭素換騨

二鹸化炭素換迩

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 噌波牛１（計面） 報告年度（実績） 101減寧（突馴）

船 船

％ 鵠

脇 船

その他の地球温

暖化対策による
沮竃効果ガスの
削減丘等

対策等の区分

森林の保全及び整燗

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した飽力
又は熱の供給

グリーン電力のIHI入

家庭における温室効果ガス排出
堂の削減効果分の購入

削減量簿合計

目楓年度（計画）

取組、淳 (二酸化炭箕換算）

趣⑫両ITI） hａ 吸収、） ｔ 

利用且） ｍ８ 1Wb日日 ｔ 

充豆且） k■ｈ F1ﾘ域且 ［ 

船供給且） GＪ ､Ｉ減■ ［ 

酔入nt） kwｈ riＩ波、 ｔ 

(購入且） ｔ (､I｣波、） ［ 

＊３［ 

報告年、 (実績）
取組且笄 (二鹸化騨秦換瓦）

駐侭而函） hａ 吸収■ ［ 

利用趾） ｍｂ ＃j按回 ｔ 

充敏且） kwｈ けjﾚﾋﾟ且 ｔ 

縞供給且） GＪ ､l撤回 ｔ 

醜人且） kwｈ ､'1減画 ｔ 

(騨入且） し (ｎｌ漣凸） ｔ 

中司
ｔ 

差引排出量

(排出合計－１１ｉ減等合8}）

基地年度（実績）

＊Ｉ 20,883.0ｔ 

目標年度（計画）

I翅)-0.3’19,289.0ｔ

墹波WＢ（計画）

-7.6％ 

報告年度（実績）

(･Ｉ)-0.5）19,659.5ｔ 

墹滅率（爽綱）

-5.9％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
畝活動

特記事項


